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(57)【要約】
【課題】
　取付けスペースを少なくした場合でも、最適なエネル
ギーの低減を保証し、これにより足への衝突に対して最
善の保護機能を保証するように、自動車の車両前部を改
善する。
【解決手段】
　凹部（８）の少なくとも幾つかが、その全深さ（Ｔ）
にわたりエネルギー吸収要素（５）を完全に貫通し、こ
れにより、多数の貫通部（２０）がエネルギー吸収要素
（５）に配設されていることを特徴とする、バンパクロ
スメンバ（２）と、走行方向で見てバンパクロスメンバ
（２）の前に支承されたエネルギー吸収要素、特に発泡
材衝撃吸収要素（６）、とを有し、エネルギー吸収要素
（５）の前面外部輪郭（７）に多数の凹部（８）が形成
されている、自動車の車両前部。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バンパクロスメンバ（２）と、走行方向で見てバンパクロスメンバ（２）の前に支承さ
れたエネルギー吸収要素（５）、特に発泡材衝撃吸収要素（６）、とを有し、エネルギー
吸収要素（５）の前面外部輪郭（７）に多数の凹部（８）が形成されている、自動車の車
両前部において、
　凹部（８）の少なくとも幾つかが、その全深さにわたりエネルギー吸収要素（５）を完
全に貫通し、これにより、多数の貫通部（２０）がエネルギー吸収要素（５）に配設され
ていることを特徴とする車両前部。
【請求項２】
　凹部（８）が、エネルギー吸収要素（５）の幅のほぼ全体にわたって延在することを特
徴とする請求項１に記載の車両前部。
【請求項３】
　凹部（８）が、エネルギー吸収要素（５）の幅全体にわたってほぼ同じ高さで延在する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の車両前部。
【請求項４】
　クラッシュボックス同等要素（９）が、少なくとも部分的にそれぞれの貫通部（２０）
内にまで達するように延在することを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の車
両前部。
【請求項５】
　複数のクラッシュボックス同等要素（９）が、１つの挿入部品（１０）にまとめられて
いることを特徴とする請求項４に記載の車両前部。
【請求項６】
　クラッシュボックス同等要素（９）が、切頭円錐形の横断面を備え、ベース部（１１）
が、エネルギー吸収要素（５）の背面（１２）方向に整向されていることを特徴とする請
求項４又は５に記載の車両前部。
【請求項７】
　クラッシュボックス同等要素（９）が、ポット形状を備えることを特徴とする請求項６
に記載の車両前部。
【請求項８】
　クラッシュボックス同等要素（９）の側壁（１５）が、切欠き（１６）を備えており、
これにより、ウェブ（１７）が得られることを特徴とする請求項７に記載の車両前部。
【請求項９】
　ウェブ（１７）が、規定曲げ箇所（１８）を備えていることを特徴とする請求項８に記
載の車両前部。
【請求項１０】
　エネルギー吸収要素（５）の所定の領域で、クラッシュボックス同等要素（９）が凹部
（８）を貫通しないことを特徴とする請求項１～９のいずれか１つに記載の車両前部。
【請求項１１】
　所定の領域の両側で、クラッシュボックス同等要素（９）が、凹部（８）、特に貫通部
（２０）、を貫通することを特徴とする請求項１０に記載の車両前部。
【請求項１２】
　多数の凹部（８）が前面外部輪郭（７）に形成されている、走行方向で見てバンパクロ
スメンバ（２）の前に支承された自動車の車両前部用のエネルギー吸収要素（５）におい
て、
　凹部（８）の少なくとも幾つかが、その全深さにわたりエネルギー吸収要素（５）を完
全に貫通し、これにより、多数の貫通部（２０）がエネルギー吸収要素（５）に配設され
ていることを特徴とするエネルギー吸収要素。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念による自動車の車両前部に関する。
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　量産車の車体から、衝突時のエネルギーを吸収するために、車両前部に付設されたバン
パクロスメンバの前に、エネルギー吸収要素、特に発泡材衝撃吸収要素、を支承すること
が公知である。
【０００３】
　特許文献１から、走行方向で見てその前に発泡材部品を支承したバンパクロスメンバを
有する自動車の車両前部が公知である。振子型衝撃試験とロアレッグテストを満足するた
め、特許文献１では、発泡材部品が部分的にこぶ状突起又は凹部を備えることを提案する
。このこぶ状突起の輪郭には、単位容積重量の高い発泡体もしくは発泡材が使用される。
これにより、振子型衝撃を与えた時の振子の侵入深さが低減される。
【０００４】
　車両前部領域の変形空間を更に低減する場合、こぶ状突起又は凹部は、状況によっては
、最適なエネルギーの低減を実現するために不十分である。
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２　３４　０３８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の課題は、取付けスペースを少なくした場合でも、最適なエネルギーの
低減を保証し、これにより足への衝突に対して最善の保護機能を保証するように、自動車
の車両前部を改善することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、本発明によれば、請求項１と請求項１２の特徴によって解決される。
【０００７】
　本発明の有利な形成は、従属請求項に記載されている。
【０００８】
　バンパクロスメンバは、自動車の車両前部のサポート構造に接続されており、衝突荷重
を吸収し、サポート構造に誘導するために使用される。
【０００９】
　好ましいことに、バンパクロスメンバとサポート構造に付属する２つの前方のサイドメ
ンバの間には、クラッシュボックスが配設されている。
【００１０】
　エネルギー吸収要素は、使用される発泡材料を圧縮することによる通常のエネルギーの
低減を保証する。他の車両との事故のため、できるだけ多くのエネルギーを低減すべきで
あるので、このため、硬い発泡体が使用される。しかしながら、歩行者との事故のために
は、ひざ曲げ角、剪断及び加速値のような付加の値を低く保つことができるように、大き
な侵入深さを可能にすべきである。
【００１１】
　バンパクロスメンバの前に支承されたエネルギー吸収要素の前面外部輪郭には、多数の
凹部が形成されており、この凹部は、その全深さにわたりエネルギー吸収要素を貫通する
。従って、エネルギー吸収要素には、多数の穴状の凹部が配設されている。これにより、
硬い発泡体又は材料を、振子型衝撃に対して必要なエネルギーの低減を可能にするために
使用することができる。同時に、凹部を包囲する他の凹部へのブリッジ領域の材料は、軟
らかくすることができる。本発明による貫通部により、エネルギー吸収要素の残留ブロッ
ク長さは、更に低減することができる。
【００１２】
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　本発明の有利な形成では、凹部が、エネルギー吸収要素の幅のほぼ全体にわたって延在
する。これにより、車両前部全体にわたり比較的均等なエネルギーの低減が可能になる。
【００１３】
　これは、凹部が、ほぼ同じ高さで延在する場合に支援される。
【００１４】
　エネルギー吸収要素の不足した初期剛性を補償するため、クラッシュボックス同等要素
を、少なくとも部分的にそれぞれの貫通部内にまで達するように延在させることができる
。これは、特に足に衝突した際の良好な初期剛性に関してエネルギーの低減のためにプラ
スに作用する。同時に、凹部間のブリッジ領域が、歩行者への衝突に対して望まれるエネ
ルギー吸収要素の軟らかさを提供する。クラッシュボックス同等要素は、発泡体の深さが
少ない場合でも、発泡部品の不足した初期剛性を補償することにより、変形ストロークの
最適利用を生じさせる。
【００１５】
　製造に関する利点は、複数のクラッシュボックス同等要素が、１つの挿入部品にまとめ
られている場合に得られる。従って、この挿入部品は、簡単に後からエネルギー吸収要素
の貫通部に取り付け、特に挿入し、エネルギー吸収要素と共にバンパクロスメンバに固定
することができる。
【００１６】
　クラッシュボックス同等要素の切頭円錐形の横断面が、最適なエネルギー吸収値を生じ
させることが分かった。この場合、切頭円錐のベース部は、エネルギー吸収要素の背面に
整向されている。即ち、切頭円錐の幅の狭い方が、エネルギー吸収要素の外部輪郭方向に
整向されている。
【００１７】
　製造に関する更なる利点は、クラッシュボックス同等要素が、ポット状に構成されてい
る場合に得られる。その場合、この要素は、例えば深絞り部品として製造することができ
る。
【００１８】
　クラッシュボックス同等要素の側壁が、切欠きを備えており、これにより、ウェブが得
られる場合に、残留ブロック長さを更に低減することができる。要求されるエネルギー吸
収値に応じて、材料の種類、材料の肉厚の選択又は切欠きの数及び大きさの変更によって
簡単な適合を行なうことができる。ウェブには、部品が最初に無力化される規定曲げ箇所
を設けることができる。
【００１９】
　本発明の好ましい形成では、エネルギー吸収要素の所定の領域に、貫通部を貫通するク
ラッシュボックス同等要素を何ら設けなくてもよい。加えて、所定の領域に貫通部を全く
備えず、その代りに凹部を所定の深さまで設けてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の更に有利な形成を、以下で図面を基にして説明する。
【００２１】
　図１には、バンパクロスメンバ２を有するフロントモジュール１が図示されている。バ
ンパクロスメンバ２は、クラッシュボックス３及び４を介して自動車のサポート構造に接
続されている。バンパクロスメンバ２の前には、エネルギー吸収要素５が走行方向ＦＲに
支承されている。エネルギー吸収要素５は、発泡部品６であり、その前方を向いた外部輪
郭７には、多数の凹部８が形成されている。凹部８の少なくとも幾つかは、その全深さＴ
にわたり発泡部品６を貫通するので、貫通部２０が得られる。
【００２２】
　発泡部品６の中央領域では、貫通穴８内にクラッシュボックス同等要素９がなんら配設
されていなが、中央領域の両側では、貫通部２０内にクラッシュボックス同等要素９が存
在する。
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【００２３】
　図２の詳細図から分かるように、これらクラッシュボックス同等要素９の複数は、この
場合５つの要素は、挿入部品１０にまとめられている。クラッシュボックス同等要素９は
、それぞれ切頭円錐形の横断面を有し、これは、特に図３の概略図から読み取ることがで
きる。切頭円錐のベース部１１は、発泡部品６の背面１２に付設され、これに対して、切
頭円錐ヘッド１３は、外部輪郭７方向に整向されている。クラッシュボックス同等要素９
のベース部１１は、共通のプレート１４によって互いに結合されている。クラッシュボッ
クス同等要素９のエネルギー吸収能力には、側壁１５に切欠き１６を設けることによって
影響を与えることができるので、壁にはウェブ１７だけが残っている。矢印方向Ｆの荷重
作用時に適切な変形が得られるように、ウェブ１７に規定曲げ箇所１８が設けられている
。
【００２４】
　発泡部品６と挿入部品１０の組立は、発泡部品６の背面１２の貫通部２０の直径が挿入
部品のベース部１１の直径よりも小さいことによって、嵌合式に行なうことができる。発
泡部品６と挿入部品１０は、共に嵌合式又は摩擦係合式にバンパクロスメンバ２に固定す
ることができる。
【００２５】
　エネルギー吸収要素５自身が発泡部品として形成されないで、合成樹脂部品として形成
される場合でも、本発明に反することはない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】自動車のフロントモジュールを斜め前から見た斜視図を示す。
【図２】図１の挿入部品の詳細図を示す。
【図３】図１の切断線ＩＩＩ－ＩＩＩによる断面図を示す。
【符号の説明】
【００２７】
　　１　　　　フロントモジュール
　　２　　　　バンパクロスメンバ
　　３，４　　クラッシュボックス
　　５　　　　エネルギー吸収要素
　　６　　　　発泡部品
　　７　　　　外部輪郭
　　８　　　　凹部
　　９　　　　クラッシュボックス同等要素
　　１０　　　挿入部品
　　１１　　　ベース部
　　１２　　　背面
　　１３　　　切頭円錐ヘッド
　　１４　　　プレート
　　１５　　　側壁
　　１６　　　切欠き
　　１７　　　ウェブ
　　１８　　　規定曲げ箇所
　　２０　　　貫通部
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